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言
語
文
化
学
研
究
（
日
本
語
日
本
文
学
編
）
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号
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一
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年
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鶴
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一 

は
じ
め
に 

 

大
英
図
書
館
の
シ
ー
ボ
ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
「
伊
勢

物
語
図
会
」（
以
下
「
大
英
図
書
館
本
」
と
呼
ぶ
）
は
、
室
町
時
代
末
期
頃

の
書
写
と
お
ぼ
し
く
、
現
存
す
る
伊
勢
物
語
の
絵
入
本
の
う
ち
完
本
と

し
て
は

古
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
三
帖
（
三
巻
）
か
ら
成
り
、
巻

子
装
を
現
在
の
よ
う
な
折
本
の
形
に
改
装
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

絵
画
化
の
場
面
選
択
と
そ
の
図
様
が
共
通
す
る
絵
巻
と
し
て
、
小
野

家
所
蔵
「
伊
勢
物
語
絵
巻
」（
以
下
「
小
野
家
本
」
と
呼
ぶ
）
が
知
ら
れ
る

ほ
か
、
零
本
で
は
あ
る
が
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
「
伊
勢
物
語
絵
巻
」（
以
下

「
静
嘉
堂
文
庫
本
」
と
呼
ぶ
）
、
鉄
心
斎
文
庫
所
蔵
「
伊
勢
物
語
絵
巻
」
甲

本
、
乙
本
（
以
下
「
鉄
心
斎
甲
本
」「
鉄
心
斎
乙
本
」
と
呼
ぶ
）
な
ど
も
同
趣

で
あ
り
、

（
注
１
）

お
お
も
と
の
祖
本
が
共
通
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も

室
町
時
代
中
後
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
頃
の
書
写
と
お
ぼ
し
い
。 

 

大
英
図
書
館
本
、
静
嘉
堂
文
庫
本
に
つ
い
て
は
、
『
伊
勢
物
語
絵
巻

絵
本
大
成
』
（
羽
衣
国
際
大
学
日
本
文
化
研
究
所
編
、
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇

〇
七
年
）
解
題
等
、
以
前
に
も
論
じ
る
機
会
が
あ
っ
た
が（

注

、２
）

本
稿
で
は
、

解
題
で
は
割
愛
し
た
事
柄
を
中
心
に
、
大
英
図
書
館
本
の
現
状
か
ら
祖

本
の
姿
を
探
る
と
と
も
に
、
小
野
家
本
ほ
か
現
存
す
る
同
趣
の
絵
巻
・

絵
本
と
の
比
較
を
通
し
て
、
お
お
も
と
の
祖
本
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
、
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。 

 
 

 

二 

大
英
図
書
館
本
の
詞
書
本
文 

 

ま
ず
大
英
図
書
館
本
の
詞
書
本
文
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
く
。 

 

大
英
図
書
館
本
と
小
野
家
本
は
と
も
に
、
現
在
は
藤
原
定
家
書
写
本



 

 

二
八

系
の
詞
書
本
文
を
有
し
て
い
る
。

（
注
３
）

大
英
図
書
館
本
は
、
欠
落
（
後
述
）

が
二
箇
所
あ
る
ほ
か
は
、
百
二
十
五
章
段
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
備
え
る
が
、

ま
れ
に
明
ら
か
な
誤
写
も
見
受
け
ら
れ
る
。
定
家
本
な
ど
の
一
般
的
な

本
文
を
括
弧
内
に
入
れ
て
列
挙
す
れ
ば
、
第
九
段
「
な
し
て
」
（
「
思
な

し
て
」
）
、
第
二
十
段
「
紅
葉
し
に
け
り
」（
「
紅
葉
し
に
け
れ
」
）
、
第
二
十

三
段
「
い
ひ
か
ひ
な
く
て
」（
「
い
ふ
か
ひ
な
く
て
」
）
、
第
四
十
段
「
い
で

い
ぬ
」（
「
い
で
ゝ
い
ぬ
」
）
、
第
八
十
七
段
「
あ
ま
の
い
さ
り
」（
「
あ
ま
の

い
さ
り
火
／
あ
ま
の
い
さ
り
す
る
火
」
）
、
第
百
一
段
「
左
兵
衛
」（
「
左
兵
衛

督
」
）
、
同
「
あ
る
し
に
ま
さ
る
」（
「
あ
り
し
に
ま
さ
る
」
）
、
な
ど
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
ミ
ス
を
除
け
ば
、
本
文
は
お
お
む
ね
藤
原
定
家
書
写
本

の
系
統
と
見
て
よ
い
が
、
定
家
本
の
中
の
ど
の
系
統
に
近
い
と
は
一
概

に
は
言
え
な
い
。 

 

定
家
本
の
中
で
本
文
が
分
か
れ
て
い
る
場
合
に
、
大
英
図
書
館
本
の

詞
書
本
文
が
天
福
本
の
み
と
一
致
し
て
武
田
本
ほ
か
多
く
の
本
と
対

立
す
る
場
合
は
一
六
例
あ
る
。
対
立
本
文
を
括
弧
内
に
示
す
。
第
五
段

「
い
け
ど
も
え
あ
は
で
」（
「
い
け
ど
え
あ
は
で
」
）
、
第
九
段
「
や
つ
は
し

と
い
ひ
け
る
」（
「
や
つ
は
し
と
は
い
ひ
け
る
」
）
、
第
十
六
段
「
こ
と
人
に

も
に
ず
」（
「
こ
と
に
人
に
も
に
ず
」
）
、
第
二
十
三
段
「
過
に
け
ら
し
な
」

（
「
す
ぎ
に
け
ら
し
も
」
）
、
第
三
十
一
段
「
よ
し
や
草
葉
よ
」（
「
よ
し
や
草

葉
に
／
よ
し
や
草
葉
の
」
）
、
第
五
十
八
段
「
あ
り
け
れ
ば
こ
の
お
と
こ
」

（
「
あ
り
け
れ
ば
お
と
こ
」
）
、
第
九
十
六
段
「
あ
き
ま
つ
」（
「
秋
た
つ
」
）
、

同
「
を
ん
な
の
せ
う
と
」（
「
こ
の
女
の
せ
う
と
」
）
な
ど
で
あ
る
。 

 

逆
に
、
天
福
本
と
は
対
立
し
て
武
田
本
ほ
か
多
く
の
本
と
一
致
す
る

も
の
は
二
三
例
あ
る
。
天
福
本
本
文
を
括
弧
内
に
示
す
。
第
二
十
七
段

「
か
の
こ
ざ
り
け
る
お
と
こ
」（
「
こ
ざ
り
け
る
お
と
こ
」
）、
第
四
十
六
段

「
え
た
い
め
ん
せ
で
」（
「
た
い
め
ん
せ
で
」
）、
第
六
十
五
段
「
い
と
か
な

し
き
こ
と
」（
「
い
と
ゞ
か
な
し
き
こ
と
」
）
、
同
「
こ
の
お
と
こ
は
人
の
国

よ
り
」（
「
こ
の
お
と
こ
人
の
国
よ
り
」
）
、
第
六
十
九
段
「
あ
は
じ
と
も
」（
「
い

と
あ
は
じ
と
も
」
）
、
同
「
女
の
ね
や
も
」（
「
女
の
ね
や
」
）
、
第
七
十
四
段

「
山
は
へ
だ
て
ね
ど
」（
「
山
に
あ
ら
ね
ど
も
」
）
、
第
八
十
一
段
「
と
な
む

よ
み
け
る
」（
「
と
な
む
よ
み
け
る
は
」
）
、
第
八
十
七
段
「
石
の
お
も
て
に
」

（
「
い
し
の
お
も
て
」
）
、
第
九
十
段
「
に
ほ
ふ
ら
め
」（
「
に
ほ
ふ
と
も
」
）
、

第
百
七
段
「
こ
の
あ
る
じ
な
る
人
」（
「
か
の
あ
る
じ
な
る
人
」
）
、
第
百
十

二
段
「
い
ひ
ち
ぎ
れ
る
」（
「
い
ひ
ち
ぎ
り
け
る
」
）
な
ど
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
第
八
十
九
段
「
年
へ
に
け
る
」
は
天
福
本
・
武
田
本
の
「
年

へ
け
る
」
と
は
対
立
し
て
流
布
本
と
一
致
し
、
第
百
十
五
段
「
お
き
の

ゐ
み
や
こ
じ
ま
」
は
武
田
本
と
一
致
し
て
天
福
本
・
流
布
本
の
「
お
き

の
ゐ
で
宮
こ
じ
ま
」
と
は
対
立
す
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
現
在
の
大
英
図
書
館
本
の
詞
書
本
文
は
い
ず
れ
か

の
定
家
本
の
系
統
に
近
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、
お
お
む
ね
定
家
本



 

 

伊
勢
物
語
の
絵
巻
を
さ
か
の
ぼ
る
―
大
英
図
書
館
所
蔵
「
伊
勢
物
語
図
会
」
と
そ
の
周
辺
― 

二
九

の
中
に
お
さ
ま
り
、
定
家
本
系
の
混
成
本
文
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 
 

 
三 

第
二
十
三
～
二
十
四
段
の
欠
落 

 

次
に
、
欠
落
部
分
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
大
英
図
書
館
本
の
欠
落
の

一
は
、
第
二
十
三
段
「
高
安
の
女
」
か
ら
第
二
十
四
段
の
本
文
で
あ
る
。 

 

第
二
十
三
段
は
、
「
筒
井
筒
」
「
立
田
越
え
」
「
高
安
の
女
」
の
三
場

面
か
ら
成
る
が
、
大
英
図
書
館
本
は
、
「
立
田
越
え
」
の
詞
と
絵
ま
で

で
第
一
帖
が
終
わ
り
、
第
二
帖
は
第
二
十
四
段
の
絵
か
ら
始
ま
っ
て
い

て
、
第
二
十
三
段
末
尾
「
高
安
の
女
」
の
場
面
と
第
二
十
四
段
の
詞
を

持
た
な
い
。 

 

伊
藤
敏
子
氏
は
、
「
上
巻
巻
末
の
二
三
段
第
三
節
（
高
安
の
里
）
は

詞
書
と
絵
が
な
く
、
中
巻
巻
頭
の
詞
書
も
失
わ
れ
て
い
る
」
（
『
伊
勢
物

語
絵
』
角
川
書
店
、
一
九
八
四
年
）
と
述
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
小
野
家
本

の
区
切
り
方
―
上
巻
が
第
二
十
三
段
ま
で
、
中
巻
が
第
二
十
四
段
か
ら

―
を
前
提
に
し
た
捉
え
方
で
あ
り
、
区
切
り
方
と
し
て
は
正
当
な
の
だ

が
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
大
英
図
書
館
本
の
区
切
り
方
は
小
野
家
本

と
は
異
な
っ
て
欠
脱
部
分
は
す
べ
て
第
二
帖
の
巻
頭
に
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。 

 

そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
ま
ず
、
第
一
帖
巻
末
の
「
立
田
越
え
」
の
絵

の
後
が
空
白
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
点
（
『
伊
勢
物
語
絵
巻
絵
本
大
成
』
資

料
篇
八
四
～
八
五
頁
参
照
）
、
第
一
帖

終
紙
の
変
色
は
軸
付
紙
で
あ
っ
た

た
め
の
糊
に
よ
る
変
色
と
見
ら
れ
る
点
か
ら
、
第
一
帖
巻
末
に
今
以
上

の
紙
継
が
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、
大
英
図
書
館
本
の
紙
背
に
は
、
ほ
ぼ
全
体
に
わ
た
っ
て
、
仕

立
て
替
え
の
際
に
付
さ
れ
た
ら
し
い
通
し
番
号
が
振
ら
れ
て
い
る
が
、

第
二
帖
に
は
、
第
二
紙
に
「
四
」
、
第
三
紙
に
「
五
」
…
と
あ
っ
て
、

折
本
に
改
装
さ
れ
る
以
前
に
既
に
巻
頭
二
紙
が
失
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
（
第
一
紙
は
表
紙
を
付
し
て
い
る
た
め
確
認
で
き
な
い
）
。 

 

失
わ
れ
た
二
紙
に
は
当
然
、
第
二
十
四
段
の
詞
書
が
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
第
二
十
四
段
は
、
た
と
え
ば
藤
原
定
家
書
写
天
福
本

で
は
二
五
行
分
、
大
英
図
書
館
本
に
換
算
す
る
と
、
二
六
～
七
行
、
お

よ
そ
四
二
・
五
セ
ン
チ
の
計
算
に
な
り
、
一
紙
分
（
約
五
〇
セ
ン
チ
）

に
も
足
り
な
い
（
詞
書
の
み
の
第
三
帖
第
二
紙
が
三
二
行
で
五
一
セ
ン
チ
、

天
福
本
の
三
〇
行
分
に
相
当
す
る
こ
と
か
ら
計
算
）
。 

 

試
み
に
第
二
十
三
段
「
高
安
の
女
」
の
幅
を
計
算
し
て
み
る
と
、
詞

書
本
文
は
天
福
本
で
一
五
行
、
大
英
図
書
館
本
に
換
算
し
て
一
六
行
、

約
二
五
・
五
セ
ン
チ
の
計
算
に
な
る
。
こ
の
場
面
は
小
野
家
本
は
じ
め

現
存
の
多
く
の
本
が
絵
を
伴
っ
て
い
る
の
で
、
大
英
図
書
館
本
に
も
絵

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
絵
の
幅
お
よ
そ
三
〇
～
四
〇
セ
ン
チ
前
後
を

加
え
る
と
、
「
高
安
の
女
」
の
詞
と
絵
で
五
五
～
六
五
セ
ン
チ
前
後
で



 

 

三
〇

あ
ろ
う
か
。
こ
れ
と
第
二
十
四
段
の
詞
を
合
わ
せ
る
と
、
ほ
ぼ
二
紙
分

の
長
さ
と
合
致
す
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
失
わ
れ
た
第
二
帖
巻
頭
の
二
紙
に
、
第
二
十
三
段
末

尾
「
高
安
の
女
」
の
詞
と
絵
、
第
二
十
四
段
詞
が
存
し
た
と
推
測
さ
れ
、

脱
落
部
分
は
す
べ
て
第
二
帖
巻
頭
に
存
し
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

な
お
、
第
七
十
六
段
は
大
英
図
書
館
本
の
第
三
帖
巻
頭
に
あ
る
が
、

小
野
家
本
で
は
中
巻
巻
末
に
存
し
、
大
英
図
書
館
本
の
第
二
・
第
三
帖

の
区
切
り
も
、
小
野
家
本
の
中
・
下
巻
の
区
切
り
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

第
一
・
第
二
帖
の
区
切
り
が
小
野
家
本
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
す
る
根
拠

は
な
い
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
大
英
図
書
館
本
の
第
一
帖
は
第
二
十
三
段
「
立
田
越

え
」
ま
で
、
第
二
帖
は
「
高
安
の
女
」
か
ら
と
、
第
二
十
三
段
の
途
中

で
巻
が
分
か
た
れ
て
い
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
こ
の
内
容

無
視
の
無
謀
な
分
割
は
、
お
そ
ら
く
次
の
理
由
に
よ
る
。 

 

大
英
図
書
館
本
の
法
量
に
つ
い
て
は
『
伊
勢
物
語
絵
巻
絵
本
大
成
』

研
究
篇
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
各
帖
は
、
尾
紙
（
別
紙
）
を
の
ぞ
い
て
、

第
一
帖
三
十
三
紙

（
注
４
）

、
第
二
帖
三
十
紙
、
第
三
帖
三
十
二
紙
で
成
っ
て
い

る
。
た
だ
し
第
一
帖
第
二
二
・
二
三
紙
の
幅
は
他
よ
り
も
短
く
第
二
三

紙
は
同
筆
な
が
ら
運
筆
が
ゆ
っ
た
り
し
て
い
て
第
二
二
紙
の
途
中
で

写
し
間
違
い
に
気
づ
い
て
差
し
替
え
た
も
の
ら
し
い
。
し
た
が
っ
て
第

一
帖
は
本
来
は
三
十
二
紙
と
な
り
、
第
二
帖
は
巻
頭
二
紙
が
失
わ
れ
て

い
る
の
で
本
来
は
三
十
二
紙
と
、
も
と
も
と
は
す
べ
て
三
十
二
紙
と
な

る
よ
う
企
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
内
容
に
よ
ら
ず

各
巻
同
等
の
長
さ
に
な
る
事
を
優
先
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。 

 

そ
の
傍
証
に
な
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
の
が
鉄
心
斎
甲
本
と
鉄
心
斎

乙
本
で
あ
る
。

（
注
５
） 

 

鉄
心
斎
甲
本
は
、
絵
の
み
一
五
図
を
一
紙
ご
と
に
台
紙
貼
り
と
し
た

零
本
で
、
「
お
そ
ら
く
当
初
は
絵
巻
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
が
、
後

に
ば
ら
さ
れ
た
」

（
注
６
）

と
推
測
さ
れ
る
。
収
録
さ
れ
て
い
る
絵
は
（
章
段
番

号
を
算
用
数
字
で
表
す
）
、
５
「
関
守
」
、
６
「
芥
川
」
、
７
「
か
へ
る
波
」
、

８
「
浅
間
の
嶽
」
、
９
「
八
橋
」「
宇
津
の
山
・
富
士
の
山
」「
隅
田
川
」
、

12
「
武
蔵
野
」
、
14
「
く
た
か
け
」
、
17
「
年
ご
ろ
お
と
づ
れ
ざ
り
け

る
人
」
、
18
「
白
菊
」
、
20
「
春
の
紅
葉
」
、
22
「
千
夜
を
一
夜
に
」
、
23

「
筒
井
筒
」
「
立
田
越
え
」
で
あ
り
、
そ
の
図
様
は
す
べ
て
大
英
図
書

館
本
・
小
野
家
本
と
一
致
す
る
。
大
英
図
書
館
本
・
小
野
家
本
が
と
も

に
有
す
る
１
「
春
日
の
里
」
、
３
「
ひ
じ
き
藻
」
、
４
「
西
の
対
」
の
三

場
面
を
欠
く
の
は
、
絵
巻
冒
頭
で
あ
る
た
め
傷
み
や
す
か
っ
た
せ
い
だ

ろ
う
。
こ
の
ほ
か
は
、
大
英
図
書
館
本
第
一
帖
の
絵
と
順
序
も
す
べ
て

一
致
し
、
小
野
家
本
上
巻
が
有
す
る
「
高・
安・
の・
女・
」
の・
絵・
を・
持・
た・
な・
い・



 

 

伊
勢
物
語
の
絵
巻
を
さ
か
の
ぼ
る
―
大
英
図
書
館
所
蔵
「
伊
勢
物
語
図
会
」
と
そ
の
周
辺
― 

三
一

の
も
大・
英・
図・
書・
館・
本・
と・
同・
じ・
で
あ
る
。 

 

鉄
心
斎
乙
本
も
絵
の
み
を
貼
り
継
い
だ
零
本
で
、
図
様
は
す
べ
て
大

英
図
書
館
本
・
小
野
家
本
と
一
致
す
る
。
絵
巻
二
巻
、
一
部
に
錯
簡
が

あ
る
。
第
一
巻
に
は
18
「
白
菊
」
、
９
「
宇
津
の
山
・
富
士
の
山
」「
隅

田
川
」
、
14
「
く
た
か
け
」
、
23
「
筒
井
筒
」
、
17
「
年
ご
ろ
お
と
づ
れ

ざ
り
け
る
人
」
、
22
「
千
代
を
一
夜
に
」
、
20
「
春
の
紅
葉
」
、
４
「
西

の
対
」
、
５
「
関
守
」
、
６
「
芥
川
」
、
７
「
か
へ
る
波
」
、
９
「
八
橋
」
、

８
「
浅
間
の
嶽
」
の
一
四
図
を
収
め
、
第
二
巻
に
は
、
23
「
高
安
の
女
」
、

24
「
新
枕
」
、
27
「
盥
の
か
げ
」
、
異
本
系
独
自
章
段
「
せ
か
ゐ
の
水
」

（
ま
た
は
28
「
あ
ふ
ご
か
た
み
」
）
、
41
「
緑
衫
の
袍
」
、
45
「
ゆ
く
蛍
」
、

49
「
若
草
の
妹
」
、
50
「
行
く
水
に
数
か
く
」
、
51
「
人
の
前
栽
に
菊
」
、

53
「
い
か
で
か
は
鶏
の
鳴
く
ら
む
」
、
63
「
つ
く
も
髪
」
、
65
「
笛
を

吹
く
男
」
、
66
「
難
波
津
」
、
65
「
恋
せ
じ
の
禊
」
、
69
「
君
や
来
し
」

の
一
五
図
を
収
め
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
鉄
心
斎
乙
本
第
一
巻
に
は
錯
簡
が
あ
り
、
巻
頭
の
１

「
春
日
の
里
」
、
３
「
ひ
じ
き
藻
」
を
欠
く
が
、
鉄
心
斎
甲
本
と
同
様

に
絵
巻
冒
頭
部
は
傷
み
や
す
か
っ
た
せ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
以
外
は
、
第

一
巻
は
大
英
図
書
館
本
第
一
帖
、
第
二
巻
は
大
英
図
書
館
本
第
二
帖
の

内
容
と
一
致
し
、
も
と
も
と
の
巻
ご
と
の
絵
を
集
め
て
仕
立
て
直
し
た

と
思
わ
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
第・
二・
巻・
の・
巻・
頭・
に・
「
高・
安・
の・
女・
」
の・

絵・
を・
収・
め・
る・
こ
と
で
あ
り
、
第
七
十
六
段
の
絵
を
持
た
な
い
点
で
も
、

こ
の
段
を
第
三
帖
に
収
め
る
大
英
図
書
館
本
と
一
致
す
る
。 

 

す
な
わ
ち
鉄
心
斎
甲
本
、
鉄
心
斎
乙
本
の
も
と
の
絵
巻
は
、
巻
の
区

切
り
方
が
大
英
図
書
館
本
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
大
英
図
書
館
本
の
よ
う
な
形
と
小
野
家
本
の
よ
う
な

整
っ
た
形
の
ど
ち
ら
が
古
い
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
と
も
か
く
も
大

英
図
書
館
本
の
区
切
り
方
が
偶
然
に
あ
る
い
は
唐
突
に
生
ま
れ
た
わ

け
で
は
な
く
、
こ
の
系
統
の
本
の
中
に
は
、
お
そ
ら
く
各
巻
同
等
の
長

さ
に
す
る
目
的
で
第
二
十
三
段
「
高
安
の
女
」
を
第
二
巻
冒
頭
に
置
く

グ
ル
ー
プ
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 
 

 

四 

第
六
十
五
段
の
場
合 

 

も
う
ひ
と
つ
の
欠
落
は
第
六
十
五
段
本
文
の
一
部
で
あ
る
。
先
に
述

べ
た
第
二
十
三
～
二
十
四
段
の
場
合
は
伝
来
の
過
程
で
誤
っ
て
欠
脱

し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
第
六
十
五
段
の
詞
書
本
文
は
書
写

の
段
階
で
の
ケ
ア
レ
ス
・
ミ
ス
と
お
ぼ
し
い
。
そ
れ
は
「
恋
せ
じ
の
禊
」

の
絵
の
と
こ
ろ
で
、
絵
の
前
に
、 

 
 

 
 

恋
せ
し
と
み
た
ら
し
河
に
せ
し
み
そ
き 

 
 

 
 

神
は
う
け
す
も
な
り
に
け
る
か
な 

 
 

と
い
ひ
て
な
む
い
に
け
る 



 

 

三
二

と
書
い
て
「
恋
せ
じ
の
禊
」
の
絵
が
あ
り
、
絵
の
後
は
「
こ
の
お
と
こ

を
ば
な
が
し
つ
か
は
し
て
け
れ
ば
…
」
と
続
け
て
い
て
、
藤
原
定
家
書

写
天
福
本
に
よ
れ
ば
七
行
半
（
大
英
図
書
館
本
の
字
配
り
で
計
算
す
る
と
お

よ
そ
八
行
分
）
の
本
文
が
脱
落
し
て
い
る
。
一
紙
の
長
さ
は
一
定
し
て
お

り
、
改
装
の
際
の
脱
落
で
は
あ
り
得
な
い
。 

 

そ
こ
で
脱
落
部
分
を
仮
に
天
福
本
の
本
文
で
（ 

）
に
入
れ
て
示

し
、

（
注
７
）

前
後
の
大
英
図
書
館
本
本
文
と
と
も
に
あ
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。 

 
 

 
 

恋
せ
し
と
み
た
ら
し
河
に
せ
し
み
そ
き 

 
 

 
 

神
は
う
け
す
も
な
り
に
け
る
か
な 

 
 

と
い
ひ
て
な
む
い
に
け
る 

 
 

 
 

 

絵 
 

 
 

（
こ
の
み
か
と
は
か
ほ
か
た
ち
よ
く
お
は
し
ま
し 

 
 

 

て
ほ
と
け
の
御
名
を
御
心
に
い
れ
て
御
こ 

 
 

 

ゑ
は
い
と
た
う
と
く
て
申
た
ま
ふ
を
き
ゝ
て 

 
 

 

女
は
い
た
う
な
き
け
り
か
ゝ
る
き
み
に
つ 

 
 

 

か
う
ま
つ
ら
て
す
く
せ
つ
た
な
く
か
な
し 

 
 

 

き
こ
と
こ
の
お
と
こ
に
ほ
た
さ
れ
て
と
て 

 
 

 

な
ん
な
き
け
る
か
ゝ
る
ほ
と
に
み
か
と 

 
 

 

き
こ
し
め
し
つ
け
て
） 

 
 

こ
の
お
と
こ
を
は
な
か
し
つ
か
は
し
て
け 

 
 

れ
は
こ
の
女
の
い
と
こ
の
宮
す
所
女
を
は 

見
る
よ
う
に
、
「
こ
の
み
か
ど
」
か
ら
書
く
べ
き
と
こ
ろ
、
目
移
り
に

よ
っ
て
「
こ
の
お
と
こ
」
以
降
か
ら
書
い
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。 

 

こ
れ
は
大
英
図
書
館
本
を
書
写
し
た
際
の
誤
写
か
、
も
っ
と
前
の
段

階
で
の
脱
落
な
の
か
、
も
と
よ
り
断
定
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も

大
英
図
書
館
本
書
写
者
の
単
純
な
ミ
ス
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。 

 

文
字
だ
け
の
写
本
で
あ
れ
ば
、
あ
る
い
は
絵
巻
で
あ
っ
て
も
詞
が
長

く
続
く
部
分
で
あ
れ
ば
、
八
行
の
目
移
り
は
有
り
得
な
い
話
で
も
な
い

だ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
絵
の
す
ぐ
後
の
詞
で
あ
る
。
大
英
図
書
館
本
は
、

手
本
に
し
た
絵
巻
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
あ
ら
か
じ
め
詞
の
た
め
の
空

間
を
残
し
て
絵
が
描
か
れ
、
次
に
詞
が
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
手

本
を
見
な
が
ら
詞
を
写
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
絵
の
す
ぐ
後
の
詞
を
見
ま

が
う
可
能
性
は
き
わ
め
て
低
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
た
と
え
誤
写
し
た
と

し
て
も
、
他
の
部
分
で
は
誤
写
に
気
付
い
て
紙
を
継
ぎ
な
お
し
、
訂
正

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
（
前
述
の
第
一
帖
第
二
二
紙
、
第
十
六
段
詞
）
。
し

た
が
っ
て
こ
の
脱
落
は
、
お
そ
ら
く
大
英
図
書
館
本
書
写
者
の
ミ
ス
で

は
な
く
、
親
本
か
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
前
の
段
階
で
す
で
に
脱
落
し
て

い
た
可
能
性
が
高
い
。 

 

小
野
家
本
の
状
況
は
、
そ
の
傍
証
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。 



 

 

伊
勢
物
語
の
絵
巻
を
さ
か
の
ぼ
る
―
大
英
図
書
館
所
蔵
「
伊
勢
物
語
図
会
」
と
そ
の
周
辺
― 

三
三

 
小
野
家
本
も
、
絵
の
次
の
本
文
が
「
こ
の
お
と
こ
を
は
な
か
し
け

（
マ
マ
）

れ

は
」
か
ら
始
ま
り
、
大
英
図
書
館
本
が
脱
落
し
て
い
る
部
分
は
、
絵
の

前
に
、
き
わ
め
て
窮
屈
に
書
か
れ
て
い
る
う
え
に
、
絵
の
前
に
「
き
こ

し
め
し
つ
け
て
」
、
絵
を
挟
ん
で
「
こ
の
お
と
こ
を
は
な
か
し
け
れ
は
」

と
文
が
分
か
れ
て
し
ま
い
、
不
自
然
な
切
り
方
に
な
っ
て
い
る
（
『
伊
勢

物
語
絵
巻
絵
本
大
成
』
資
料
篇
一
二
六
～
一
二
七
頁
参
照
）
。
小
野
家
本
の
詞

書
本
文
を
調
査
さ
れ
た
山
本
登
朗
氏
も
、
こ
の
不
自
然
さ
を
指
摘
さ
れ
、 

さ
ら
に
よ
く
見
る
と
、
こ
の
末
尾
四
行
の
直
前
の
行
は
「
と
い
ひ

て
な
む
い
に
け
る
」
と
書
か
れ
た
後
、
ま
だ
下
に
余
白
が
残
っ
て

い
る
の
に
、
な
ぜ
か
途
中
で
改
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
問
題

の
本
文
①
の
末
尾
四
行
が
、

初
に
書
か
れ
た
際
に
欠
脱
し
て
お

り
、
そ
れ
を
、
本
文
①
と
絵
の
間
に
残
さ
れ
て
い
た
余
白
を
使
っ

て
補
っ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
稿
者
注
＝
「
本
文
①
」
は

第
六
十
五
段
詞
書
本
文
の
う
ち
「
恋
せ
じ
の
禊
」
の
絵
の
前
に
あ
る
部
分
） 

と
推
定
さ
れ
た
。
し
か
し
大
英
図
書
館
本
と
の
一
致
に
つ
い
て
は
、「
こ

の
一
致
が
偶
然
で
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
欠
脱
は
両
本
の
共
通
祖
本
の

段
階
で
生
じ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
」
と

指
摘
す
る
に
と
ど
め
、
本
文
に
異
同
が
多
く
両
者
の
本
文
が
近
い
関
係

に
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
と
し
て
お
ら
れ
る
。 

 

小
野
家
本
の
詞
書
本
文
は
、
山
本
氏
に
よ
れ
ば
、
お
お
む
ね
定
家
本

系
の
流
布
本
に
近
い
本
文
を
持
つ
が
、
不
注
意
に
よ
る
誤
写
が
多
く
原

本
の
一
行
分
が
誤
っ
て
脱
落
し
た
も
の
も
あ
っ
て
「
あ
る
意
味
で
は
こ

の
種
の
絵
巻
の
本
文
に
ふ
さ
わ
し
い
庶
民
的
な
末
流
本
文
」
と
さ
れ
る
。 

 

大
英
図
書
館
本
の
詞
書
本
文
と
比
較
し
て
み
る
と
、
前
述
し
た
天
福

本
の
み
と
一
致
し
て
武
田
本
ほ
か
多
く
の
本
と
対
立
す
る
一
六
例
は
、

ほ
ぼ
す
べ
て
が
小
野
家
本
と
も
一
致
し
な
い
が
、
逆
に
、
大
英
図
書
館

本
の
本
文
が
天
福
本
と
は
対
立
し
て
武
田
本
ほ
か
多
く
の
本
と
一
致

す
る
二
三
例
は
、
例
外
の
第
四
十
六
段
「
え
た
い
め
ん
せ
で
」（
天
福
「
た

い
め
ん
せ
で
」
、
小
野
「
た
い
め
む
せ
で
」
）
な
ど
数
例
を
の
ぞ
い
て
、
小
野

家
本
と
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。 

 

ま
た
、
大
英
図
書
館
本
の
本
文
が
流
布
本
と
一
致
す
る
第
八
十
九
段

「
年
へ
に
け
る
」
は
小
野
家
本
と
も
一
致
し
て
天
福
本
・
武
田
本
の
「
年

へ
け
る
」
と
は
対
立
し
、
武
田
本
と
の
み
一
致
す
る
第
百
十
五
段
「
お

き
の
ゐ
み
や
こ
じ
ま
」
の
場
合
、
小
野
家
本
は
、
天
福
本
・
流
布
本
の

「
お
き
の
ゐ
で
宮
こ
じ
ま
」
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
大
英
図
書
館
本
の
詞
書
本
文
が
定
家
本
系
の
混
成
本

文
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
小
野
家
本
の
詞
書
本
文
は
流
布
本
に
よ
り
近

く
、
両
者
の
詞
書
本
文
は
、
同
系
統
と
い
う
に
は
遠
い
よ
う
に
見
え
る

の
だ
が
、
そ
れ
で
は
第
六
十
五
段
の
脱
落
は
ど
う
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
を
偶
然
と
す
れ
ば
、
別
々
に
伝
流
し
た
伝
本
の
ま
っ
た
く
同



 

 

三
四

じ
箇
所
で
目
移
り
に
よ
る
脱
落
が
同
じ
よ
う
に
起
き
た
こ
と
に
な
り
、

そ
の
確
率
は
き
わ
め
て
低
い
と
思
わ
れ
る
。 

 

こ
の
脱
落
は
、
両
者
の
お
お
も
と
の
祖
本
の
段
階
で
す
で
に
生
じ
て

い
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
は
本
文
ば
か
り
が
続
く

箇
所
で
は
な
く
絵
の
す
ぐ
前
の
詞
で
あ
り
、
詞
と
絵
を
交
互
に
置
く

「
絵
巻
」
の
状
態
か
ら
写
す
段
階
で
は
な
く
、
「
詞
」
だ
け
の
状
態
か

ら
写
す
段
階
、
す
な
わ
ち
、
絵
巻
に
詞
書
本
文
が
添
え
ら
れ
る
段
階
で

起
き
た
脱
落
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 
 

 

五 

お
わ
り
に 

 

大
英
図
書
館
本
と
小
野
家
本
は
、
現
在
は
定
家
本
系
の
本
文
を
有
す

る
が
、
も
と
は
非
定
家
本
系
の
本
文
を
も
と
に
絵
が
描
か
れ
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
。
両
者
と
お
お
も
と
の
祖
本
を
同
じ
く
す
る
と
考
え
ら
れ

る
静
嘉
堂
文
庫
本
が
ま
さ
に
非
定
家
本
系
の
詞
書
本
文
を
持
っ
て
い

る
こ
と
も
傍
証
と
な
る
。 

 

そ
し
て
、
あ
る
時
期
、
定
家
本
系
の
伊
勢
物
語
伝
本
に
よ
っ
て
詞
書

が
差
し
替
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
８
）

第
六
十
五
段
の
詞
書
の
一
部

を
、
目
移
り
に
よ
っ
て
脱
落
し
て
し
ま
っ
た
の
は
こ
の
時
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
し
て
、
小
野
家
本
書
写
者
、
あ
る
い
は
そ
の
親
本
の
書
写

者
は
、
こ
の
脱
落
に
気
付
い
て
、
脱
落
部
分
の
本
文
を
書
き
加
え
た
。

こ
の
時
接
触
し
た
の
が
流
布
本
系
の
伝
本
で
あ
り
、
流
布
本
に
よ
っ
て

本
文
全
体
に
校
訂
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、

大
英
図
書
館
本
・
小
野
家
本
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
で
誤
写
が
生
じ
、
今
に

至
っ
た
、
と
い
う
図
式
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

定
家
本
系
の
本
文
に
差
し
替
え
ら
れ
る
以
前
、
お
お
も
と
の
祖
本
の

詞
書
本
文
は
、
両
者
と
も
第
三
十
段
の
詞
の
後
に
異
本
系
独
自
章
段

「
せ
か
ゐ
の
水
」
の
段
の
絵
を
持
つ
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
真
名
本
の
配

列
に
近
い
仮
名
書
き
の
伝
本
を
も
と
に
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。 

 

「
せ
か
ゐ
の
水
」
の
段
の
絵
は
、
鎌
倉
時
代
の
制
作
で
現
存

古
の

梵
字
経
刷
白
描
伊
勢
物
語
絵
巻
（
以
下
「
白
描
本
」
と
呼
ぶ
）
に
存
す
る

（
こ
の
ほ
か
、
鉄
心
斎
乙
本
に
も
見
え
る
）
。
白
描
本
の
詞
書
本
文
に
つ
い

て
片
桐
洋
一
氏
は
、
「
や
は
り
非
定
家
本
系
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、

現
存
の
広
本
系
や
略
本
系
に
分
類
し
て
し
ま
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
ま

た
真
名
本
の
原
形
（
仮
名
で
書
か
れ
て
い
た
）
に
通
ず
る
面
が
あ
る
こ

と
も
確
か
だ
が
、
そ
の
種
類
に
分
類
し
て
し
ま
う
こ
と
も
で
き
な
い
。

要
す
る
に
、
今
は
残
っ
て
い
な
い
、
定
家
本
成
立
以
前
の
一
つ
の
本
文

を
伝
え
て
い
る
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
」

（
注
９
）

と
さ
れ
て
い

る
。 

 

こ
の
白
描
本
詞
書
本
文
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
は
、
静
嘉
堂
文
庫
本

の
詞
書
本
文
を
調
査
し
た
結
果

（
注
８
）

に
通
じ
る
面
が
あ
る
の
は
興
味
深
い
。



 

 

伊
勢
物
語
の
絵
巻
を
さ
か
の
ぼ
る
―
大
英
図
書
館
所
蔵
「
伊
勢
物
語
図
会
」
と
そ
の
周
辺
― 

三
五

静
嘉
堂
文
庫
本
は
、
現
在
は
誤
写
が
多
く
意
味
が
通
じ
な
い
部
分
も
少

な
く
な
い
の
だ
が
、
誤
写
を
の
ぞ
け
ば
、
非
定
家
本
系
の
本
文
を
も
ち
、

真
名
本
な
ど
に
近
い
場
合
も
あ
る
が
、
現
存
す
る
ど
の
本
に
特
に
近
い

と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。 

 

い
ず
れ
も
残
さ
れ
た
部
分
が
わ
ず
か
し
か
な
く
、
両
者
に
重
な
る
章

段
が
な
い
の
で
確
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
大
英
図
書
館
本
・
小

野
家
本
・
静
嘉
堂
文
庫
本
な
ど
一
群
の
絵
巻
は
、
も
と
も
と
は
非
定
家

本
系
の
詞
書
を
持
つ
、
白
描
本
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な
絵
巻
で
あ
っ
た

こ
と
が
本
文
の
特
徴
か
ら
も
あ
る
程
度
は
推
測
可
能
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。 

 

注 （
１
）
い
ず
れ
も
『
伊
勢
物
語
絵
巻
絵
本
大
成
』
（
羽
衣
国
際
大
学
日
本
文
化

研
究
所
編
、
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
所
収
。 

（
２
）
注
１
の
研
究
篇
解
題
（
澤
田
和
人
氏
と
の
共
同
執
筆
）
及
び
拙
稿
「
室

町
期
伊
勢
物
語
絵
巻
の
一
様
相
―
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
「
伊
勢
物
語
絵
巻

」

が
語
る
も
の
―
」（
『
言
語
文
化
学
研
究 

日
本
語
日
本
文
学
編
』
第
三
号
、

二
〇
〇
八
年
三
月
）
、
拙
稿
「
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵

「
伊
勢
物
語
絵
巻

」

―
紹
介
と
そ
の
位
置
づ
け
―
」
（
『
伊
勢
物
語 

創
造
と
変
容
』
和
泉
書

院
、
二
〇
〇
九
年
）
。 

（
３
）
後
に
も
触
れ
る
が
、
も
と
も
と
は
非
定
家
本
系
の
伊
勢
物
語
本
文
を

も
と
に
絵
が
描
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
前
稿
と
一
部
重

複
す
る
部
分
が
あ
る
が
、
本
稿
を
も
っ
て
現
時
点
で
の
決
定
稿
と
し
た

い
。 

（
４
）
第
一
帖
は
尾
紙
を
の
ぞ
い
て
現
在
三
六
紙
で
あ
る
が
、
第
三
二
・
三

三
紙
と
、
第
三
四
～
三
六
紙
は
も
と
一
紙
な
の
で
そ
れ
ぞ
れ
一
紙
と
数

え
て
い
る
。 

（
５
）
『
鉄
心
斎
文
庫
所
蔵
伊
勢
物
語
図
録 

第
十
九
集
』
（
鉄
心
斎
文
庫
、
二

〇
〇
〇
年
）
に
絵
の
す
べ
て
と
解
題
（
片
桐
弥
生
氏
）
所
収
。
図
録
番

号
は
甲
本
が
２
、
乙
本
が
３
。
ま
た
注
１
の
『
伊
勢
物
語
絵
巻
絵
本
大

成
』
に
絵
の
一
部
と
解
題
（
山
本
登
朗
氏
）
所
収
。 

（
６
）
注
４
の
『
鉄
心
斎
文
庫
所
蔵
伊
勢
物
語
図
録 

第
十
九
集
』
解
題
。 

（
７
）
定
家
天
福
本
の
引
用
は
『
御
所
本 

伊
勢
物
語 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵 

冷

泉
為
和
筆
』
（
一
九
八
一
年
、
笠
間
書
院
）
所
収
の
影
印
に
よ
る
。
改
行

は
原
本
通
り
と
し
た
。 

（
８
）
注
２
の
拙
稿
参
照
。 

（
９
）
注
１
の
『
伊
勢
物
語
絵
巻
絵
本
大
成
』
白
描
本
解
題
（
片
桐
洋
一
氏
）
。 

 

〔
付
記
〕 

 

本
稿
は
二
〇
一
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
）
「
物
語
・

説
話
に
お
け
る
絵
画
化
の
起
源
と
変
容
の
研
究
―
日
本
近
世
刊
本
・
写
本
を
中

心
に
」（
研
究
課
題
番
号
二
一
三
二
〇
〇
三
四
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ

る
。 

 

（
あ
お
き 

し
づ
こ
・
本
学
准
教
授
） 


